
 

 

 

 

 

2011 年 6 月 30 日 

セブン銀行ＡＴＭサービスで 15％の節電実施 

 株式会社セブン銀行（東京都千代田区、代表取締役社長 二子石 謙輔）は、今夏の電力供給不足が  

懸念されている問題に対し、全国に 15,000 台以上ある ATM を中心とした節電行動計画を下記のように策

定しました。極力お客さまにご迷惑をおかけしないようにサービスを継続しながら、東京電力管内・東北

電力管内ぞれぞれで昨年夏季比約 15％以上削減します。 

 

記 

1.ATM の節電施策 

 
実施項目 電力削減率 

 ◆ セカンドディスプレイの輝度下げ 

画面の内容をお客さまにお伝えできる範囲で、画面の明るさを 

やや落とします 

 

 

 

 

 

◆ 省エネモードへの突入時間の短縮 

一定時間ご利用がなかった時に一部の内部機構を OFF にして 

消費電力を削減する機能 

「一定時間」を現状の 30 分から 10 分に短縮し、省エネ運転時間を長くします 

 

◆ ATM ブース看板照明の消灯 
 

 

 

 

 

 

 

◆ 第 3 世代 ATM への入れ替え（約 1,000 台）          等 

約 15％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 東京電力管内 ATM１台・1時間あたりの電力使用量は 410w 

 

2.オフィス（本店および事務センター等の拠点）の節電施策 

実施項目 電力削減率 

◆ 執務室内の照明を間引き 

◆ 昼時間帯の一斉消灯 

◆ コピー機等の台数減 

◆ 長時間離席時はパソコンの電源 OFF 

◆ サマータイム・サマー休暇の導入             等 

約 20％ 

以上 


